
まちの人口【住民基本台帳人口】（平成２２年５月１日現在）

総人口18,707人（△21）　男9,076人（△9）　女9,631人（△12）　世帯数6,968世帯（20）※（　）内は前月比

Public relations of Minami-aizu

大宅宗吉新町長に聞く	 ・・・②、③
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南会津町立小中学校入学式	 ・・・⑥

みなみやま観光株式会社業務スタート	 ・・・⑨

子ども手当てのお知らせ	 ・・・⑭

新物流システム構築事業	 ・・・⑯

『ただいまを言いたくて、おかえりを聞きたくて』

南会津やまなみ“泊”覧会　開催中 !!

http://www.yamahaku.jp/ 
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クリック！

やまはく

2010 年 5 月号 № 50

３月下旬から続いた低温や降雪の影響で、桜の開花も例年

より遅れるなど、なかなか春の訪れが感じられませんでし

たが、５月になってようやく桜が開花し、南会津の地にも

春の訪れが感じられるようになりました。

春の訪れ・・・
 うえんでの桜（小塩）
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︱
町
づ
く
り
全
般
に
つ
い
て

　

合
併
し
て
４
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

お
互
い
に
充
分
に
話
し
合
い
、
理
解
し

合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
南
会
津
町

の
特
性
や
特
徴
を
生
か
し
、
４
地
域
の

町
民
の
皆
さ
ん
が
心
か
ら
ひ
と
つ
に
な

っ
た
と
思
え
る
、
協
調
性
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
︱
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
「
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
」「
町
長
の

給
与
30
％
削
減
」
「
黒
塗
り
公
用
車
の

廃
止
」
を
掲
げ
ら
れ
た
が

　

リ
ス
ト
ラ
や
給
与
カ
ッ
ト
な
ど
、
ま

た
、
教
育
盛
り
の
子
ど
も
を
持
つ
若
い

人
た
ち
が
苦
労
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、

何
と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
将
来
を
背
負

っ
て
立
つ
、
地
域
の
宝
で
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
や
健
康
は
重
要
で
す
。

町
の
財
政
は
厳
し
い
で
す
が
、
子
育
て

支
援
は
し
っ
か
り
や
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
介
護
・
福
祉
な
ど

も
大
変
重
要
で
す
。

　

町
長
の
給
与
30
％
削
減
や
黒
塗
り
公

用
車
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
町
全
体
の

予
算
か
ら
す
れ
ば
本
当
に
わ
ず
か
で
あ

り
ま
す
が
、
町
政
に
対
す
る
町
長
と
し

て
の
姿
勢
の
一
端
で
あ
り
、
今
後
の
町

政
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

︱
町
の
産
業
振
興
に
つ
い
て

　

経
済
状
況
が
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増

し
て
い
く
中
で
、
や
は
り
農
商
工
の
連

携
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

人
口
が
減
り
、
地
域
内
の
消
費
が
減

っ
て
い
る
中
で
、
地
域
内
の
消
費
力
を

伸
ば
す
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
町
の

地
力
を
養
う
た
め
、
都
市
部
へ
の
販
売

や
交
流
の
拡
充
対
策
が
必
要
で
す
。

　

町
内
各
企
業
と
の
連
携
・
協
力
は
町

と
し
て
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
広
大
な
森
林
な
ど
豊
富
に
あ

る
資
源
を
活
用
し
、
雇
用
の
創
出
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
併

せ
て
、
町
内
の
組
織
や
団
体
等
、
民
間

の
皆
さ
ん
と
一
致
協
力
し
、
体
制
づ
く

り
を
町
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

職員に訓示する大宅宗吉町長

大
宅
宗
吉
町
長

　

よ
ろ
し
く

　
　

お
願
い
し
ま
す

　

第
二
代
南
会
津
町
長
に
就
任
さ
れ
た

大
宅
宗
吉
町
長
に
、
今
後
の
町
づ
く
り

な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
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南
会
津
町
誕
生
か
ら
４
年
間
、
町
政

の
舵
取
り
を
し
て
こ
ら
れ
た
、
湯
田
芳

博
町
長
が
４
月
28
日
、
任
期
満
了
に
伴

い
町
長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
午
前
９
時
15
分
か
ら
役
場

本
庁
舎
３
階
会
議
室
で
退
任
式
が
行
わ

れ
、
湯
田
町
長
が
お
よ
そ
１
０
０
人
の

職
員
を
前
に
退
任
の
挨
拶
を
し
ま
し

た
。

　

湯
田
町
長
は
田
島
町
長
を
１
期
２
年

務
め
た
の
ち
、
平
成
18
年
に
４
町
村
合

併
で
誕
生
し
た
南
会
津
町
の
初
代
町
長

に
当
選
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
「
あ
り
が
と

う
の
ひ
ろ
が
る
新
し
い
町
」
を
基
本
理

念
と
し
て
、
南
会
津
町
の
礎
を
築
く
た

め
に
ご
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

任
期
中
は
、
き
め
細
や
か
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
目
指
す
「
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
」
の
設
立
や
地
域
資
源
の
活
用
に
よ

っ
て
地
域
力
の
向
上
を
目
指
す
「
や
ま

な
み
泊
覧
会
」
を
行
う
な
ど
、
全
国
で

も
先
進
的
な
取
組
み
を
さ
れ
た
ほ
か
、

保
育
料
の
引
き
下
げ
、
地
域
た
す
け
あ

い
除
雪
支
援
な
ど
の
施
策
を
行
い
、「
人

︱
町
の
教
育
に
つ
い
て

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
今
日
や
っ
た
か
ら

明
日
結
果
が
出
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
教
養
、
思
い
や
り
、
文
化
、

伝
統
な
ど
教
育
は
と
て
も
大
切
で
す
。
伝

統
文
化
を
継
承
す
る
の
も
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
歴
史
的
な
祭
り
な
ど

昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
も
の
を
い
ま
一
度

見
つ
め
な
お
し
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に

今
の
課
題
を
考
え
、
町
と
し
て
ど
ん
な
支

援
が
で
き
る
の
か
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
耐
震
構
造
等

の
施
設
面
ば
か
り
考
え
る
の
で
は
な
く
、

教
育
は
人
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、

地
域
に
と
っ
て
の
学
校
の
存
在
は
と
て
も

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
の

統
合
問
題
も
含
め
地
域
の
方
々
と
十
分
に

協
議
し
な
が
ら
、
教
育
に
つ
い
て
は
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︱
最
後
に

　

伊
南
地
域
か
ら
立
候
補
し
た
私
へ
の
支

持
は
、
西
部
東
部
と
い
う
枠
を
超
え
た
町

民
の
意
思
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
冒
頭
で

も
述
べ
ま
し
た
が
、
多
く
の
町
民
に
南
会

津
町
は
ひ
と
つ
だ
と
心
底
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

で
す
。

　

ま
た
、
南
会
津
町
は
行
政
・
経
済
、
医

初登庁で職員から花束を贈られる大宅町長

療
、
教
育
等
南
会
津
地
方
の
中
心
で
あ

り
、
南
会
津
町
の
役
割
は
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
南
会
津
町
だ

け
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
近
隣
町
村
や
県
、
国
の
協
力
と
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、魅
力
的
な「
南

会
津
」
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

南
会
津
地
方
の
中
核
で
あ
る
南
会
津

町
の
長
と
し
て
町
を
し
っ
か
り
と
ま
と

め
、
町
民
の
方
々
が
自
信
と
誇
り
を
持

っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
町
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

と
資
源
の
統
合
」
に
よ
る
提
案
型
の
町

政
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

退
任
式
で
は
職
員
に
対
し
、「
難
有

り
て
、
あ
り
が
と
う
で
す
。
心
の
置
き

所
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
試
練
に
感

謝
し
、
今
後
の
人
生
を
送
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
式
の
あ
と
湯
田
町
長
は
、
職
員

に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
平
成
16
年
の
田

島
町
長
初
当
選
以
来
、
６
年
通
い
続
け

た
庁
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

湯
田
芳
博
町
長

  

あ
り
が
と
う

　

 

ご
ざ
い
ま
し
た

職員から贈られた花束を受け取る湯田芳博町長
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　平成２２年３月４日、御蔵入交流館において、平成２１年度南会津町教育委員会表彰式が

行われ、南会津町の教育行政の振興に貢献された方や各種大会、コンクールで活躍された方

が表彰されました。

　受賞者は次のとおりです。

 

功
労
表
彰

 

功
績
表
彰

氏

名

表

　

彰

　

事

　

由

大
山
純
一

平
成
10
年
10
月
1
日
か
ら
平
成
18
年
3
月
19
日
ま
で
旧
伊

南
村
教
育
委
員
会
委
員
（
平
成
16
年
10
月
1
日
か
ら
平
成

18
年
3
月
19
日
ま
で
委
員
長
）
と
し
て
、
優
れ
た
識
見
と

指
導
力
を
発
揮
し
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
文
化
の
振

興
な
ど
教
育
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

町
村
合
併
後
、
平
成
18
年
3
月
20
日
か
ら
平
成
21
年
5
月

25
日
ま
で
南
会
津
町
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者
と
し
て
新

町
の
教
育
行
政
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

馬

場
　

京

平
成
4
年
4
月
か
ら
平
成
18
年
4
月
ま
で
、
伊
南
タ
ー
ゲ

ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
発
足
よ
り
永
年
に
わ
た
り
会
長

職
を
務
め
、
当
協
会
の
基
礎
を
つ
く
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ

ー
ド
ゴ
ル
フ
の
普
及
・
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

氏

名

表

　

彰

　

事

　

由

渡

部
　 

充

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で
田
島

中
学
校
父
母
と
教
師
の
会
会
長
と
し
て
2
年
間
在
職
さ
れ

ま
し
た
。

渡

部
　 

薫

平
成
19
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
21
年
4
月
11
日
ま
で
檜
沢

中
学
校
父
母
と
教
師
の
会
会
長
と
し
て
2
年
間
在
職
さ
れ

ま
し
た
。

平
野
義
弘

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で
伊
南

小
学
校
父
母
と
教
師
の
会
会
長
と
し
て
2
年
間
在
職
さ
れ

ま
し
た
。

馬
場
純
也

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で
南
郷

第
一
小
学
校
父
母
と
教
師
の
会
会
長
と
し
て
2
年
間
在
職

さ
れ
ま
し
た
。
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▼
佐
藤
　
陸
（
第
26
回
全
国
少
年
少
女
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
・
３
位
）
▼
星
　
有
人

（
第
68
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
東
北

空
手
道
選
手
権
大
会
個
人
組
手
・
優
勝 

他
）

▼
高
橋
　
龍
太
郎
（
第
68
回
全
日
本
空
手
道

連
盟
和
道
会
東
北
空
手
道
選
手
権
大
会
個
人

組
手
・
3
位
）
▼
渡
部
　
雄
飛
（
第
5
回
福

島
県
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
・
優
勝 

他
）
▼
室
井
　
菜
津
美
（
第
26
回
全
国
少
年

少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
・
２
位
）
▼

渡
部
　
陽
平
（
第
26
回
全
国
少
年
少
女
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
・
3
位 

他
）
▼
大
嶋

仁
（
第
68
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
東

北
空
手
道
選
手
権
大
会
・
優
勝
）
▼
大
嶋
　

柚
（
第
62
回
福
島
県
総
体
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
ア
ル
ペ
ン
・
優
勝 

他
）
▼
星
友
　
里
江
（
全
国
小
学
生
陸
上
競

技
交
流
大
会
福
島
県
選
考
会
５
年
女
子
１
０

０
ｍ
・
優
勝
）
▼
馬
場
　
美
菜
子
（
第
62
回

福
島
県
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
体
育
ス
キ
ー
競
技
会
ク
ロ
カ

ン
・
優
勝
）
▼
増
戸
　
夏
芽
（
全
国
小
学
生

陸
上
競
技
交
流
大
会
福
島
県
選
考
会
６
年
女

子
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル
・
優
勝
）
▼
目
黒
　
綾
菜

（
第
3
回
全
国
小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大

会
・
3
位
）
▼
酒
井
　
晴
加
（
第
31
回
福
島

県
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
公
認
記
録
会
・
優

勝
）
▼
中
丸
　
菜
緒
（
福
島
県
中
学
校
体
育

大
会
ス
キ
ー
競
技
大
会
ア
ル
ペ
ン
・
優
勝
）

▼
土
橋
　
銀
平
（
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会

ス
キ
ー
競
技
大
会
ア
ル
ペ
ン
・
優
勝
）
▼
角

育
美
（
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
競

技
大
会
ク
ロ
カ
ン
・
優
勝 

他
）
▼
近
藤 

ま

な
み
（
第
62
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会
ス
キ

ー
競
技
会
ア
ル
ペ
ン
・
優
勝
）
▼
湯
田
　
航

大
（2010

ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ンN

ASTARRACE 
CH

ILD
REN

/KID
S CH

AM
PIO

N
SH

IP

福

島
県
大
会
ア
ル
ペ
ン
・
優
勝
）
▼
湯
田
　
浩

成
（
第
23
回
東
北
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大

会
・
優
勝 

他
）
▼
星
　
翔
也
（
全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
・
3
位
）

▼
渡
部
　
広
章
（
第
64
回
国
民
体
育
大
会
レ

ス
リ
ン
グ
競
技
・
5
位
）
▼
町
島
　
隆
太

（
第
64
回
国
民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競

技
・
5
位
）
▼
星
　
恵
介
（
第
36
回
東
北
総

合
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
・
3
位
）
▼

五
十
嵐 

聖
明
（
東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技

大
会
ハ
ン
マ
ー
投
げ
・
2
位
）
▼
馬
場
　
亮

太
（
第
55
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
ス

キ
ー
競
技
会
ク
ロ
カ
ン
15
㎞
フ
リ
ー
・
優
勝 

他
）
▼
湯
田
　
章
悟
（
全
国
社
会
人
段
別
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
・
優
勝
）
▼
湯
田
　

浩
登
（
第
62
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会
空
手

道
競
技
大
会
・
優
勝
）
▼
野
中
　
儀
一
（
東

北
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
や
り

投
げ
・
優
勝
）
▼
湯
田
　
拓
実
（
第
68
回
全

日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
東
北
空
手
道
選
手

権
大
会
・
2
位
）
▼
湯
田
　
大
登
（
第
68
回

全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
東
北
空
手
道
選

手
権
大
会
・
2
位
）
▼
針
生
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
（
星
　
僚
太
・
星
　
元
輝
・
湯
田
　
愛

海
・
和
田
　
啓
生
・
猪
股
　
芽
以
・
阿
久
津

佑
実
・
星
　
美
沙
・
星
　
美
月
・
湯
田
　
渓

太　

第
16
回
東
北
地
域
ジ
ュ
ニ
ア
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
・
優
勝
）
▼
田
島
中
学
校

（
小
生 

昂
大
・
室
井
　
将
貴
・
猪
股
　
大

樹
・
小
寺 

祐
貴
・
星
　
祥
太
・
神
田
　
瞬
・

湯
田
　
海
斗
・
児
山
　
和
人
・
五
十
嵐
　
達

徳
・
舟
木
　
謙
介
・
星
　
聖
人
・
星
　
裕

斗
・
星
　
来
・
大
竹
　
諒
・
湯
田
　
光
洋
・

福
田
　
将
・
赤
羽
　
翔
・
樋
口
　
雅
洋
・
室

井
　
拓
巳
・
小
瀧
　
淳
　 

第
16
回
福
島
県

中
学
校
新
人
野
球
大
会
・
優
勝
）
▼
渡
部
　

良
太
（
第
62
回
関
東
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大

会
・
優
勝
）
▼
菅
家
　
裕
貴
（
第
55
回
福
島

県
高
等
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
10
㎞

×
４
リ
レ
ー
・
優
勝
）
▼
五
十
嵐
　
祐
二
郎

（
第
55
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
ス
キ

ー
競
技
会
10
㎞
×
４
リ
レ
ー
・
優
勝
）
▼
小

板
橋
　
竜
馬
（
第
62
回
福
島
県
総
合
体
育
大

会
ス
キ
ー
競
技
会
10
㎞
×
４
リ
レ
ー
・
優

勝
）
▼
月
田
　
祥
拓
（
第
62
回
福
島
県
総
合

体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
10
㎞
×
４
リ
レ

ー
・
優
勝
）
▼
星
　
央
斗
（
第
33
回
全
国
子

ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
・
銀
賞
）
▼
渡
部
　

瑛
華
（
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
福
島
県
審
査
会
・
特
選
）
▼
中
村
　
く
る

み
（
第
43
回
民
友
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
・
特

選
）
▼
橘
　
愛
（
第
77
回
全
国
書
画
展
覧

会
・
広
島
県
知
事
賞 

他
）
▼
湯
田
　
絵
美

子
（
第
54
回
福
島
県
書
き
初
め
展
・
書
き
初

め
大
賞
）
▼
佐
藤
　
桃
子
（
第
53
回
福
島
県

書
き
初
め
展
・
書
き
初
め
大
賞
）
▼
芳
賀
　

実
乃
里
（
第
54
回
福
島
県
書
き
初
め
展
・
書

き
初
め
大
賞
）
▼
赤
松
　
明
李
（
第
53
回
福

島
県
た
な
ば
た
展
・
た
な
ば
た
大
賞
）
▼
栗

城
　
の
ぞ
み
（
第
54
回
福
島
県
書
き
初
め

展
・
書
き
初
め
大
賞
）
▼
渡
部
　
友
夏
（
第

62
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
・

銀
賞
）
▼
星　

愛
美
（
第
62
回
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
・
銀
賞
）
▼
針
生
小

学
校
（
星
　
秀
佳
・
大
桃
　
真
白
・
星
　
彩

乃
・
星
　
佳
明
・
赤
羽
　
希
・
星
大
介
・
星

潤
次
郎
・
星
　
龍
汰
・
星
　
ひ
か
る　

地
域

の
魅
力
発
信
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
・
地
域

の
魅
力
発
信
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
大
賞
）

▼
鈴
木
　
啓
太
（
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
・
朗
読
優
秀
賞
）

奨

励

賞
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『新型マウントエクスプレス号』５月３０日いよいよ運行開始！！

　平成１４年の導入以来、利用者に親しまれてきました
会津鉄道のマウントエクスプレス号（キハ８５００形）
が、新しくなります。
　新しい車両（ＡＴ－７００形）は、極上の会津で使用
している「深みのある赤」を基調に、会津鉄道㈱のイメ
ージカラーである「緑」のラインが配置され、ワンポイ
ントマークには、会津のマスコットキャラクター「あか
べぇ」が使われています。
　車内シートは、回転式リクライニングシートで長旅で
も疲れません。また、トイレは車椅子の方も使用できる
ようバリアフリーになっています。
　皆さま、どうぞご利用ください。

中学校には１７３名の新入生が入学

■４月６日

　同じく４月６日、町内の６町立中学校で入学式が行
われ、１７３名が中学校に入学しました。
　つい先日までランドセルを背負って小学校に通って
いた新入生ですが、すっかり大人っぽくなっており、
落ち着いて入学式に臨んでいました。
　中学校時代は将来に大きく影響する大切な時期です。
よく学び、よく遊び、そしてよく運動して、強くたく
ましく育ってほしいものです。

「１１９名の新一年生」が小学校入学

■４月６日

　町内の９町立小学校で入学式が行われ、１１９名の
新一年生が小学校に入学しました。
　色とりどりの真新しいランドセルを背負った子ども
たちは、おとうさんやおかあさんと一緒に元気いっぱ
い小学校の校門をくぐりました。
　式では、緊張した面持ちで入場した子どもたちでし
たが、式が進むにつれ次第に穏やかな表情になり、い
つもの笑顔があちこちで見られました。 上級生に手を引かれながら入場する新一年生

（南郷第１小学校）

　校長先生からひとりひとり名前を呼ばれると、大き
な声で「ハイッ」と返事をし、元気よく起立する姿や
校長先生のお話をしっかりと聞いている姿は、すっか
りおにいちゃん、おねえちゃんになっていました。
　また、校長先生から教科書を授与されると、目をき
らきらと輝かせながら、うれしそうに受け取っていま
した。
　南会津町の小学校に入学した子どもたちには、南会
津町だからこそ学べることを学び、南会津町でしか体
験できないことを体験しながら、明るく素直で元気な

『南会津っ子』に育ってほしいと思います。
校長先生のお話を聞く新一年生

（伊南小学校）

新入生代表あいさつの様子
（荒海中学校）

設備も充実した新型マウントエクスプレス
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『永島敏行氏と語ろう会』開催

■４月２０日
　４月２０日、青柳集会所において「永島敏行氏と語

ろう会」が開催され、地元住民など約６０名が参加し、

永島さんの講演に熱心に耳を傾けていました。

　俳優の永島さんは、毎月東京で開催される「青空市場」

の実行委員長を務めるなど、熱心に日本の食や農業を

考えている方です。

　永島さんは「市場はコミュニケーションの場であり、

話をすることで物が売れる。価格だけではない。料理
の話、栽培の話、南会津の話など聞いて安心して買っ
てくれる。そうした人たちは毎回買いに来てくれる。」
と、単に生産物を売るのではなく、コミュニケーショ コミュニケーションの重要性を話される永島さん

ンや物語が大切であることを講演されました。

　今回の講演会は、福島県地域づくり総合支援事業で青柳区が取り組んでいる「粋・活青柳村活性化事業」

の一環として開催されたもので、講演会終了後は座談会も行われ、活発に議論が交わされていました。

『第１回桜ウォーク』が開催

■４月２４日

　４月２４日、１３４人が参加して「第１回桜ウォーク」

が開催されました。

　当日は気温が低く少し肌寒かったものの、天気は良

く、青空の下を参加者は御蔵入交流館から永田地区南

山荘までの約８㎞を思い思いのペースで歩き、心地よ

い汗を流しました。

　今年は４月になっても気温の低い日が続き、残念な

がら桜はまだつぼみでしたが、参加者は途中で写真を

撮ったり友だちと楽しく会話したりしながら、すがす

がしい青空の下でのウォーキングを楽しんでいました。

　ゴールとなった南山荘では、しんごろうや温かいお

つゆが提供されました。
それぞれのペースでゴールを目指す参加者

季節はずれの大雪で一面雪景色

■４月１７日

　４月１７日は積雪が３０㎝を超える、この時期とし

ては異例の大雪となり、あわててビニールハウスの雪

を落としたり、車のタイヤを冬タイヤにもどしたりと

予想外の大雪にあわただしく作業する姿が町のあちこ

ちで見られました。

　今年は３月下旬から続く低温や４月の降雪など天候

が不順な日が多く、アスパラや花卉などの農作物への

影響が懸念されます。

　これからも低温や霜などの心配がありますので、農

作物の管理などに注意しましょう。
この時期にはめずらしく除雪車が出動
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万が一に備え、非常召集訓練を実施

　田島、伊南、南郷の各地域で、南会津町消防団の各支

団による非常召集訓練が行われ、団員がきびきびとした

動きで、中継ポンプによる送水など、本番さながらの消

火訓練となりました。

　あってはならない火災ですが、万が一発生した場合

は、消防団の迅速な対応に期待します。

　皆さんも、火災を起こさないよう、火の管理には十分

ご注意ください。特に、子どものライターのいたずらに

よる火災発生のニュースを多く目にしますので、注意し

ましょう。

　なお、舘岩地域では５月に行われます。
本番さながらに行われた訓練

会津総合美術展で神田さんが会津美術賞受賞

　第６４回会津総合美術展において、書の部で神田青峰

さんが最高賞の会津美術賞（会津若松市長賞）を受賞さ

れました。最初から最後まで一糸乱れない神田さんの作

品は、筆圧、行間の白と黒のコントラストなど審査員よ

り高い評価を受けました。

　また、同じく書の部で室井有美さん（会津学鳳高校３

年 松ノ下）が青少年奨励賞を受賞され、今後のさらな

る研鑽が期待されます。

　受賞されたお二人のほか、日本画の部に湯田賢太朗さ

ん、長谷川美津子さん、書の部に桑名玲堂さん、星 翆

光さんが無鑑査出品（過去に２回以上最高賞を受賞し審

査の対象外）で、作品を出品されました。

会津美術賞を受賞した神田青峰さんと作品

地区住民らが『駒止路クリーン作戦』を実施

■４月２４日

　国道２８９号道路環境整備推進協議会は、同国道の山

口トンネルから駒止トンネル間の約１０㎞で「駒止路ク

リーン作戦」を行い、会員や町職員ら約９０名が参加し

て、冬期間に捨てられた空き缶などのゴミを拾いまし

た。

　収集したゴミは、軽トラック３台分にのぼり、なかに

は古タイヤや電化製品なども回収され、参加者もゴミの

多さに驚いていました。

　また、アジサイの植栽区間では、清掃に併せてせん定

などの作業を実施しました。
おもてなしの心で清掃活動を行う地区住民
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みなみやま観光株式会社業務スタート

　４月１日、みなみやま観光株式会社は、会津高原夢開発㈱、㈱さゆりの里、㈱ＩＮＡ、㈱

南会津観光公社の４社がそれぞれ運営していた全施設とそこで働いている全従業員を引き受

け営業を開始しました。

　みなみやま観光株式会社は、４社がそれぞれに展開していたスキー場事業や温泉宿泊事業、

教育旅行事業等をうまく融合させることで、より効率的、効果的に集客、誘客につなげるほか、

町内に無数に存在する資源の新たな掘り起こしと開発を積極的に展開していきます。とりわ

け農林産事業は会社の新たな核と位置づけ、資源開発部を設置し積極的な事業展開を図って

いくほか、農業と観光を融合した南会津型観光の創出を目指します。

　また、管理する施設、人材、営業規模のいずれも町内では大規模な会社となったことから、

効率的な事業展開を実現し、働きがいのある職場を作り出せるよう、人材育成を主とした社

員研修にも力を入れながら取り組んでいきます。

観光株式会社
みなみやま

お問い合わせ

0241-62-2250

info@minamiaizu.co.jp

みなみやま観光株式会社の経営理念

　
み
な
み
や
ま
観
光
は
地
域
の
中
核
企
業
と
な
る

べ
き
使
命
を
担
い
、
観
光
を
広
義
で
と
ら
え
、
あ
ら

ゆ
る
業
種
の
皆
様
と
手
を
携
え
、
南
会
津
町
の
発
展

に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
又
、
県
内
外
に
「
第
三
セ
ク
タ
ー
の
新
し
い
あ
る

べ
き
姿
」
を
築
き
上
げ
る
姿
勢
と
実
績
を
認
め
ら
れ

る
会
社
に
な
る
役
割
を
も
担
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
、
誇
り
を
持
っ
て
業
務
に
邁
進
す
る
企
業
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
と
観
光
を
融
合
し
た
南
会
津
型
観
光
の
創

出
や
当
社
の
施
設
を
活
用
し
、
農
林
産
物
の
地
元
消

費
拡
大
や
町
外
販
路
の
拡
大
、
教
育
旅
行
な
ど
事
業

展
開
に
は
協
働
参
画
型
を
企
図
し
、
又
、
南
会
津
町

の
皆
様
の
交
流
の
場
と
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
な
施
設
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
は
町

の
み
な
ら
ず
広
く
交
流
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、

「
人
財
」
と
施
設
も
含
め
た
地
域
資
源
が
磨
か
れ
、

更
な
る
観
光
に
よ
る
地
域
振
興
が
図
れ
ま
す
。

　
み
な
み
や
ま
観
光
の
発
展
の
た
め
新
た
な
決
意

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ代

表
取
締
役
社
長

高 

橋 

正 

志

みなみやまの頭文字「ｍ」

を太陽と２枚の葉をイメー

ジしたデザインで表現した

みなみやま観光株式会社の

ロゴ。

①地域視点

　　南会津地域の資源を最大限活用し、町民が参画した企業活動を通して、地域の雇用を創

　出できる会社を目指します。

②住民視点

　　町民が憧れる企業を目指すと共に、町民の健康と憩いの場となる事業を展開し、大きな

　コミュニケーションを生む会社を目指します。 

③顧客視点

　　美しい自然の中で、先人が育んだ文化と伝統が、訪れる人と共に感動を共有する夢をお

　くる会社を目指します。 

④社員視点

　　南会津に誕生した会社であることに誇りを持ち、自己研鑽に努め、家族の幸福と自らの

　夢を実現する会社を目指します。 

⑤子ども視点

　　未来の宝の子供達がワクワクドキドキする事業を展開し、都会に無い「やまなみワール

　ド」を創る会社を目指します。 
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℡

料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

■
無
料
相
談
日

　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
午
前
９
時
～
正
午
、

　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
無
料
弁
護
士
相
談
会
（
要
予
約
）

　
５
月
13
日
（
木
）
、
５
月
27
日
（
木
）

　
６
月
10
日
（
木
）
、
６
月
24
日
（
木
）

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部

　

　
郡
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
０
２
４
（
９
３
３
）
４
８
５
０

悩
み
や
不
安
を
ひ
と
り
で

　
　
　
　
　
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　
南
会
津
保
健
所
で
は
、
精
神
科
医
師
に
よ

る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
相

談
し
て
「
心
の
健
康
」
を
取
り
戻
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
無
料
精
神
科
医
師
相
談
会
（
要
予
約
）

　
５
月
19
日
（
水
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
６
月
16
日
（
水
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
南
会
津
保
健
所

　
０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

保
健
師
に
よ
る
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す

　
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
保
健
師

が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
朝
に
な
る
と
お
腹
が
痛
く
な
る
、

学
校
や
職
場
に
行
け
な
い
、
部
屋
に
引
き
こ

も
り
が
ち
だ･･･

な
ど
の
悩
み
を
持
っ
て
い
る

方
や
そ
の
家
族
の
方
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
保
健
福
祉
事
務
所

　
０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　
講
習
日
及
び
時
間

　

　
平
成
22
年
６
月
２
日
～
３
日
（
２
日
間
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
講
習
会
場

　
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

　
部
（
２
階
会
議
室
）

　
受
講
申
込
み

　

　
消
防
署
、
出
張
所
及
び
分
遣
所
に
備
え
付

　
け
の
受
講
申
込
書
の
記
入
し
て
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

・
受
講
申
込
み
期
間

　
平
成
22
年
５
月
10
日
～
５
月
28
日

　
受
講
料

　
５
，

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
０
２
４
１
（
６
２
）
２
１
４
１

　
人
事
院
東
北
事
務
局

　
第
二
課
試
験
係

　
　
〒
９
８
０-

０
０
１
４

　
　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
３-

２-

23

■
試
験
日
及
び
試
験
種
目

　
第
１
次
試
験

　
平
成
22
年
９
月
５
日
（
日
）

　
（
教
養
試
験
・
適
性
試
験
・
作
文
試
験
）

　
第
２
次
試
験

　
平
成
22
年
10
月
14
日
（
木
）

　
～
10
月
21
日
（
木
）
の
い
ず
れ
か
指
定
日

　
（
教
養
試
験
・
適
性
試
験
・
作
文
試
験
）

　
人
事
院
東
北
事
務
局

　

　
０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

　
又
は
、

　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

　
０
２
２
（
２
６
３
）
１
１
１
１ 

　
　
内
線
３
２
３
６

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
て
悩
ん
で
い
る
方
へ

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部
で

は
、
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
（
被
害
者
・

加
害
者
）
の
相
談
に
、
専
門
の
相
談
員
が
無

平
成
22
年
度　

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（
税
務
）
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）
の
お

知
ら
せ

　
仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ

ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
税
務
職
員
は
、
国
の
財
政
を
支
え
る
重
要

な
仕
事
を
担
い
、
国
税
局
や
税
務
署
に
お
い

て
、
調
査
・
検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

■
受
験
資
格

　
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　
平
成
22
年
６
月
22
日
（
火
）
か
ら
６
月
29

日
（
火
）
ま
で

■
受
験
申
込
書
の
請
求

　
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第

二
課
又
は
人
事
院
東
北
事
務
局

　
※
受
験
申
込
書
の
配
布
は
、
５
月
10
日

（
月
）
か
ら
行
い
ま
す
。

■
受
験
申
込
書
の
提
出
先
（
郵
送
）

交
通
事
故
無
料
相
談

℡ 問

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

問℡

日問℡ 日日問℡

日日 問問 料 ℡平
成
22
年
度
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会
の
お
知
ら
せ

℡ 場申
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開
催
日
と
内
容
（
全
６
回
）

第
一
回

　
６
月
12
日
（
土
）

・
開
校
式

　
端
午
の
節
句
体
験

第
二
回

　
７
月
４
日
（
日
）

・
駒
止
湿
原
探
索

第
三
回

　
８
月
７
日
（
土
）

・
川
遊
び

第
四
回

　
９
月
５
日
（
日
）

・
箱
の
森
プ
レ
ー
パ
ー
ク

第
五
回

　
10
月
10
日
（
日
）

・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

第
六
回

　
11
月
21
日
（
日
）

・
料
理
体
験

　
閉
校
式

※
日
程･

内
容
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
通

　
知
し
ま
す
。

■
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
ご
ろ
ま
で

※
開
催
内
容
に
よ
り
時
間
が
変
わ
る
た
め
、

　
そ
の
都
度
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
場
所

　
御
蔵
入
交
流
館
及
び
町
内
施
設

　
受
講
料

　
　
無

　
料

※
材
料
費
等
の
経
費
は
自
己
負
担

　
申
込
先
及
び
申
込
方
法

　
南
会
津
町
中
央
公
民
館
に
電
話
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い

・
申
込
締
切

　
平
成
22
年
５
月
24
日
（
月
）

　
南
会
津
町
中
央
公
民
館
　

　
０
２
４
１
（
６
２
）
５
５
１
１

・
修
了
式
　
登
録
証
交
付
　

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第
十
回

　
10
月
９
日
（
土
）

・
南
会
津
町
「
滝
原
フ
ォ
レ
ス
ト
セ
ラ
ピ

ー
体
験
会
」

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
部
変
更
に
な
る

　

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
受
講
料

　
５
，

０
０
０
円

　
　
　
　
（
教
材
図
書
費
・
保
険
料
含
む
）

※
講
座
の
初
日
に
徴
収
し
ま
す
。

　
申
込
み
方
法

５
月
20
日
（
木
）
ま
で
に
、
名
前
・
住
所
・

電
話
番
号
を
、
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

な
ど
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
林
野
会
事
務
局

（
森
の
案
内
処
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
林
野
会 

事
務
局

　 LLP-FRS

森
の
案
内
処

　
南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
丸
山
甲

　
４
６
８
１-

１

　
０
２
４
１
（
６
２
）
２
１
０
２

　
０
２
４
１
（
６
２
）
４
１
０
２

　 info@
m

orie.in

親
子
で
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
、

　
　

楽
し
い
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者
　

　
町
内
各
小
学
校
１
～
４
年
生
と
そ
の
親

■
募
集
定
員
　
　
15
組

日

料

料

・
森
林
環
境
の
役
割
と
現
状
、
森
林
環
境

税
に
つ
い
て

・
森
林
資
源
利
活
用
と
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど

第
二
回

　
６
月
17
日
（
木
）

・
南
会
津
の
森
林
活
用
の
取
組
み

・
南
会
津
フ
ォ
レ
ス
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

　

タ
ー
の
役
割

・
南
会
津
の
歴
史
探
訪
現
地
研
修

第
三
回

　
６
月
24
日
（
木
）

・
企
画
立
案
の
基
礎
講
座

・
フ
ォ
レ
ス
ト
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
（
実

践
体
験
・
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ラ
ピ
ー
手
法
）

・
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

第
四
回

　
７
月
15
日
（
木
）

・
歩
行
中
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

予
防
対
策

・
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
（
応
急
処
置
）
現

　
地
研
修

第
五
回

　
８
月
18
日
（
水
）

・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
救
急
救
命
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

第
六
回

　
８
月
26
日
（
木
）

・
現
地
研
修
（
観
音
沼
フ
ォ
レ
ス
ト
セ
ラ

ピ
ー
体
験
会
）

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

第
七
回

　
９
月
９
日
（
木
）

・
植
物
観
察
・
採
集
現
地
研
修

・
植
物
標
本
作
成
方
法
企
画
立
案
の
基
礎

第
八
回
　
９
月
16
日
（
木
）

・
湿
原
の
成
り
立
ち
等
現
地
研
修

・
木
の
枝
ク
ラ
フ
ト

第
九
回
　
10
月
７
日
（
木
）

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

　
　
　
　
　
　

 

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

■
目
的

　
南
会
津
地
方
の
豊
か
な
森
林
環
境
を
活
か

し
、
観
光
・
雇
用
促
進
・
健
康
増
進
・
温
暖

化
対
策
等
を
促
進
す
る
た
め
、
南
会
津
の
森

林
案
内
人
を
養
成
し
、
南
会
津
に
来
る
人
た

ち
へ
観
光
と
癒
し
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

■
対
象

　
自
然
や
環
境
に
理
解
と
関
心
が
あ
り
、
南

会
津
の
森
林
環
境
や
地
域
振
興
な
ど
に
も
興

味
の
あ
る
方
で
南
会
津
で
の
森
林
づ
く
り
事

業
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

■
募
集
人
数

　
一
般
住
民
を
対
象
に
５
～
15
名
程
度
。

■
活
動
内
容

①
　
フ
ォ
レ
ス
ト
ガ
イ
ド
な
ど
の
自
然
案
内

②
　
フ
ォ
レ
ス
ト
セ
ラ
ピ
ー
（
一
歩
進
ん
だ

癒
し
を
目
的
と
し
た
森
林
浴
）
の
健
康
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

③
　
自
然
観
察
会
や
環
境
学
習
な
ど
の
講
師

④
　
木
工
ク
ラ
フ
ト
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

な
ど
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

⑤
　
自
然
観
察
会
前
な
ど
の
環
境
等
の
整
備

⑥
　
そ
の
他
森
林
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
参
加

■
養
成
研
修
の
日
時
と
主
な
内
容

第
一
回
　
５
月
27
日
（
木
）

・
開
校
式
　
記
念
講
演

℡Ｆア

南
会
津
フ
ォ
レ
ス
ト
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
養
成
講
座
参
加
者
募
集

『
親
子
で
挑
戦
』
講
座
生
募
集

問

問℡ 場

申

申
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日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

　５月１９ 日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平 成 2 2 年 1 月 生 ま れ

　５月２０日 木 ２ 歳 児 歯 科 健 康 診 査 12：30 ～ 13：00
【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平成20年4 ～ 5月生まれ

　 ６ 月 ２ 日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成20年10 ～ 11月生まれ

　 ６ 月 ９ 日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成19年1 ～ 2月生まれ

　６月１６日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 2 年 ２ 月 生 ま れ

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

　５月２６日 水 乳 幼 児 健 康 相 談 ９：30 ～９：45 伊 南 会 館

【舘岩・伊南・南郷地域　

　 　 　 　 の お 子 さ ん 】

平成21年３～５月生まれ　

平成21年９～ 11月生まれ

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

※日程が変更になることがあります。通知をご確認下さい。

◆乳幼児健康相談

5・6 月の健診（検診）のご案内

献血のお知らせ 

　人間一人ひとりの血液は、血液型が同じでも微

妙に違います。このため、複数の献血者からの血

液をあわせて一人の患者さんに輸血すると、副作

用（発熱、発疹など）発生の可能性が高くなります。

 たとえば、８００mLを患者さんに輸血する場合、

２００ｍL献血では、４人分の血液が必要となり

ますが、４００ｍLの献血では２人分の血液で間

に合うことになります。ぜひ、患者さんにとって

より安全性の高い４００ｍＬ献血にご協力をお願

いします。

　町内で行われる献血は右記のとおりです。

５月１３日（木）

　・南郷総合センター前 10：00 ～ 13：00

　・㈱スミタフォトニクス 14：30 ～ 15：30

　・伊南会館 16：00 ～ 16：40

５月１４日（金）

　・南郷ふれあいセンター前 14：00 ～ 15：00

　・南会津高等学校前 15：20 ～ 16：30

５月１９日（水）

　・飯野製作所 10：00 ～ 11：30

　・南会津保健福祉事務所 12：00 ～ 13：00

　・ＪＡ会津みなみ本所 14：30 ～ 16：00

　6月から婦人科検診が始まります。

　子宮がん・乳がんは毎年増えているがんの一つで、特に子宮がんは若い世代に増えています。

　また、乳がんは早期発見・早期治療で完治する可能性が高いがんとして知られています。

　6月から順次検診を実施しますので、ぜひ受診してください。

　先に実施した集団健診の調査で検診を希望された方には受診録を配布します。

　まだ申込みをされていない場合は、南会津町保健センター (0241－62－6180)までお申し込み

ください。

　なお、検診日程については、先に配布しております『平成22年度南会津町健康増進事業日程

表』をご覧ください。

婦人科検診のお知らせ 
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５・６月の日曜当番医

５月１６日 芳賀医院（下郷町） TEL 0241-67-2128

　　２３日 長谷川医院 TEL 0241-62-0032

　　３０日 馬場医院 TEL 0241-62-0141

６月　６日 なかやクリニック TEL 0241-73-2036

　　１３日 小野木クリニック TEL 0241-76-7780

　　２０日 愛輝診療所 TEL 0241-78-8688

　　２７日 あべクリニック TEL 0241-62-8733

※ 午前中のみの診察となります　ご注意ください

■保健センター開放日■

　就学前のお子さんとその保護者の方を対象に、

保健センターを開放しています。ご利用ください！

【伊南保健センター「すこやか」】

　毎週火曜日１０：００～１２：００

このページの記事に関するお問い合わせは・・・

 田島地域　南会津町保健センター　℡ 0241 － 62 － 6180

 舘岩地域　舘岩総合支所住民課　　℡ 0241 － 78 － 3325

 伊南地域　伊南総合支所住民課　　℡ 0241 － 76 － 7713

 南郷地域　南郷総合支所住民課　　℡ 0241 － 72 － 2225

世界禁煙デー＆禁煙週間のお知らせ 

■世界禁煙デー■

　５月３１日は「世界禁煙デー」です。たばこを

吸わないことが一般的な社会習慣となるような対

策を講じるべきであると、世界保健機関（ＷＨＯ）

の決議により、平成元年から定められています。

禁煙週間：５月３１日（月）～６月６日（日）

テーマ：女性と子どもをたばこの害から守ろう

たばこに関するＱ＆Ａ

　Ｑ：たばこを吸っていると健康にどんな影響が

あるか？

　Ａ：からだに与える影響としては、肌が荒れる、

口臭がきつくなる、歯が黄ばむ、早産や流

産の危険が高まる、骨粗しょう症になりや

すくなる、などたくさんの影響がある。

　Ｑ：たばこを吸っていると肺がんになりや

すいと聞いたが、それ以外にはどんな

ことがあるのか？

　Ａ：たばこを吸う人は、吸わない人と比較

すると次のような結果が出ている。

平山 雄　healthクリニック より抜粋 

口腔･咽頭がん 3.0倍
喉頭がん 32.5倍

肝臓がん  1.5倍

すい臓がん 1.6倍

ぼうこうがん 1.6倍

肺気腫など 2.2倍

虚血性疾患 1.7倍

全死因　1.3倍　全がん 1.7倍

肺がん 4.5倍

食道がん 2.2倍

胃かいよう1.9倍

胃がん 1.5倍

他に
子宮頸がん(女) 1.6倍

　ソーシャルコネクトサービスでは、福島県から委託を受け、概ね15歳から39歳ま

でのご本人及びそのご家族からの自立に関わる相談を、電話またはメールにて無料で

受け付けています。相談は専門の心理士が承ります。秘密は厳守されますので、安心

してご相談ください。

■電話でのご相談は、フリーダイヤル	０１２０－０９８－２０９　まで

　　受付時間：午前９時～午後５時

　　携帯電話・ＰＨＳからもかけることができます（通話無料）

　　ご要望や状況によってはカウンセラーの派遣も行います。

■メールでのご相談は、wakamono@pref.fukushima.jp　まで

次のような覚えがある方は、お気軽にご相談ください。

□自立したいけど、動き出すのにどうすればいいかわからない。

□対人関係がうまくいかない、うまくいっていないと感じている。

□自分自身のことが分からないし、したいことが分からないと感じている。

□とても不安に感じたり、とても緊張したりしていて苦しい・・・

□子どもが何をどう考えているのかわからずに不安で、どうしたら接したらいいか悩んでいる。

□とにかく話を聞いてもらいたい。

若者自立支援相談のお知らせ

福島県委託事業
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『子ども手当』が平成２２年４月からはじまりました

　平成２２年４月１日から児童手当に替わり、『子ども手当』が

はじまりました。（※お支払いは６月からで、４月分からになります）

　『子ども手当』は、中学校卒業前の児童を養育している方に、

手当を支給することにより、次代の社会を担う子どもの健やか

な育ちを社会全体で応援する制度です。

『子ども手当』って、どんな制度？

『子ども手当』を受給するためには？

◆子どもを養育している方は、中学校を卒業するまでの子ども１人につき、 

　月額１万３千円（平成２２年度）を受給できます。

◆子ども手当は、町で受給資格を認定後、お支払いします。 お支払いは、　

年３回（６月、１０月、２月）で、前月分までの手当をお支払いします。

◆子ども手当は、子どもの健やかな育ちのために有効に用いてください。

◆平成２２年３月まで児童手当を受給していた方は、新たな手続きは必要

　ありません。

　ただし、児童手当を受給していた方で手続きが必要な場合もあります。

　詳しくは、下記をご覧ください。

（１）平成２２年３月３１日現在、児童手当を受給している方

（２）平成２２年３月３１日現在、児童手当を受給されていない方

①中学１年生・小学生以下のお子さんだけの世帯

②中学２・３年生のお子さんと、小学生以下のお子さんの世帯

子ども手当

子ども手当

子ども手当

新たな手続きは不要です

新たな手続きは不要です

「額改定認定請求書」の提出が必要です

「認定請求書」の提出が必要です

中学２・３年生のお子さん

新生児のお子さん（第２子以降）

中学２・３年生のお子さん

新生児のお子さん（第１子）

町に転入されたお子さん

※平成２２年９月３０日までに提出してください
※申請時は、健康保険証・預金通帳・印鑑が必要です

※平成２２年９月３０日までに提出してください
※申請時は、健康保険証・預金通帳・印鑑が必要です
※所得制限・現況届未提出等により、児童手当支給停
　止の方についても「認定請求書」の提出が必要です

小学生以下のお子さん

※申請が必要な世帯へは、４月中に申請書を送付して

　いますので、ご確認ください。また、申請書がまだ

　届いていない方は、右記までご連絡ください。

※公務員の方は所属庁からの支給となりますので所属

　庁にお問い合わせください。

■問い合わせ

　本庁健康福祉課　　　℡ 0241-62-6170

　舘岩総合支所住民課　℡ 0241-78-3325

　伊南総合支所住民課　℡ 0241-76-7713

　南郷総合支所住民課　℡ 0241-72-2225　

（平成 22 年 4 月 1 日現在）

（平成 22 年 4 月 1 日現在）

（平成 22 年 4 月 1 日現在）

（平成 22 年 4 月 1 日以降）

（平成 22 年 4 月 1 日以降）

（平成 22 年 4 月 1 日以降）



15

広報みなみあいづ　平成 22年 5月号

事前準備

ワ ー ク シ ョ ッ プ

最終調整
策定メン

バーとの

協議

職員による作業

策定メン

バーとの

協議

3/26 4/27 5/13 実施 5/25 まで 6/29 まで 7/27 実施 8/24 まで

みんなでつくろう

 町
の 総 合 振 興 計 画

vol.1

　町の総合振興計画の策定業務が始まります。広報

みなみあいづでは、毎月、総合振興計画策定の進捗

状況等について掲載していきます。

　第２次南会津町総合振興計画は、『厚生』『農林』『建設』『教育』『商工観光』『行財政』の 6

つの分野ごとにワークショップを実施し、取りまとめられた意見によって計画の素案を策定し

ていきます。

　ワークショップの実施にあたっては、検討分野ごとの

進行役が必要となります。そのため、職員で構成される

策定部会委員の中から、６名の策定部会長（リーダー）

を選出し、今後のワークショップの実施に向けて２回の

『ワークショップリーダー養成講座』を開催しました。

　この養成講座では、経験の豊富な職員を講師に、ワー

クショップの進め方や、実践するうえでの留意点などに

ついて、実際にワークショップを体験しながら勉強しま

した。

　今後のワークショップは、この６人の職員がリーダー

となって進めていきます。

《総合振興計画の策定》
　～総合振興計画は、どんな手順でつくられるの？～

《ワークショップリーダー養成講座を実施》
　～進行役は、我々にお任せください～

　ワークショップでは、《理念

設定》→《現状把握》→《未

来予想》→《要所解明》→《方

法立案》の手順によって意見

の取りまとめを行います。

　先月の広報で募集しました

『策定メンバー』の皆さんには、

ワークショップを進めるうえ

で最も重要となる《理念設定

（どうあるべきか）》と、その

理念の実現に向けた《方法立

案（方策を考える）》という、

２つの局面にワークショップ

メンバーとして参加し、町の

策定部会メンバーと一緒に作

業していただきます。

検 討 分 野 所 属 氏 名

厚 生 部 会 総合支援センター南郷 鈴 木 秀 和

農 林 部 会 本庁 総務課 行政経営係 湯 田 賢 史

建 設 部 会 本庁 建設課 野 中 英 昭

教 育 部 会 本庁 税務課 収税係 阿久津勝英

商 工 観 光 部 会 伊南総合支所 振興課 企画観光係 山 内 秀 剛

行 財 政 部 会 本庁 総務課 行政経営係 遠 藤 知 樹

■問い合わせ

　本庁 総合政策課 企画政策係

　　℡ 0241-62-6240

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
（
部
会
長
対
象
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
践
練
習
（
部
会
委
員
全
員
対
象
）

策定ワークショップのスケジュール（予定）

理
念
設
定

現
状
把
握

未
来
予
想

要
所
解
明

方
法
立
案

計
画
編
成

■理念設定：町民と職員の協働により導き出された理念（こうあ
　　　　　　りたい）を設定し、今後の作業の指針とする。
■現状把握：理念に照らし合わせて現状を整理し、気になる現状
　　　　　　や問題点を顕在化させる。
■未来予測：好ましい現状から「可能性のある未来」を、気にな
　　　　　　る現状から「成り行き的な未来」を予測する。
■要所解明：予測した２つの未来のギャップを未来の視点から見
　　　　　　ることで、「成り行き的な未来」に影響力を持つ未
　　　　　　達成事項を探る。
■方法立案：「具体的な方策と、それらを達成するために必要な
　　　　　　人物像」を導き出す。
■計画編成：取りまとめられてきた内容について整理する（６つ
　　　　　　の町民憲章への分類や、重点事業の整理など）。
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№ 店舗等の名称 № 店舗等の名称 № 店舗等の名称

１ 有限会社	みのや 9 ㊤	果樹園 21 ＪＡ会津みなみ田島支店

２ 渡部謙一商店 10 新倉商店 22 ＪＡ会津みなみ田島集出荷場

３ 株式会社会津物産 11 室井直売所 23 南会津町あらかい健康キャンプ村

４ 有限会社	大和屋 12 木の店ステラ 20 室井一男（福米沢）

５ 荒海農産物直売所 13 株式会社	奈良屋 21 あすぱら畑

６ 会津田島ステーションプラザ 14 ㈲南会津アグリサービス 22 上野屋商店

７ 道の駅たじま 15 まんまパン 23 土っこ田島味噌

８ 会津高原憩の家 16 赤井伊佐夫（中荒井）

4 月 20 日現在

新物流システム構築事業がいよいよ本格始動

～南会津町の豊かな恵みを全国へ～

　平成２２年２月１日より、宅配便を利用し

て物産品等を発送する場合の送料を全国一律

500円とする「新物流システム」がスタート

しました。

　南会津町には、冷涼な気候を活かした農産

物や質の良さと温もりを感じる林産物など、

地域の特徴を活かした数多くの特産品があり

ます。

　このシステムは、南会津の豊かな恵みを少

しでも多くの方にお届けしたいという想いか

ら生まれた事業です。

田島地域

№ 店舗等の名称 № 店舗等の名称

１ 民宿　みちのく 11 イワナ　福本屋

２ 舘岩ふれあいグループ 12 有限会社	平野物産店

３ 観光案内所 13 泉屋豆腐店

４ そば処　ばんや 14 民宿　やまさん

５ 星盛男商店 15 名代　菊水

６ 民宿　ゆのはな 16 ＪＡ会津みなみ舘岩支店

７ 民宿　山楽 17 民宿　かじや

８ 株式会社オグラ 18 橘商店

９ 菅家直次（湯ノ花） 19 ㈱アグリファーム拓カネマン直売所

10 民宿　ふる里

№ 店舗等の名称

１ 農業生産法人	㈲伊南の郷

２ 会津高原高畑スキー場

３ 小豆温泉　窓明の湯

４ 小豆温泉　花木の宿

５ 平野農園

６ 須賀屋旅館

７ ＪＡ会津みなみ伊南支店

８ 大黒屋商店

舘岩地域 伊南地域

№ 店舗等の名称 № 店舗等の名称

１ さゆり荘 10 ＪＡ会津みなみ西部グリーンセンター

２ さいたま市立ホテル南郷 11 ＪＡ会津みなみ総合センター

３ きらら２８９ 12 有限会社	和泉田鉄工建設

４ 南郷スキー場 13 斎藤　直（界）

５ 南会津物産 14 五十嵐民子（木伏）

６ 馬場律子（台板橋） 15 リカー・フーズコハマ

７ 南会津．ＣＯＭ 16 花泉酒造　合名会社

８ 持石商店 17 南会津町観光協会南郷支部

９ たつみ屋商店 18 よって〜けやれ〜南郷直売所ビューポイント

南郷地域

本庁総合政策課地域振興係     
                 　℡0241－62－6240

舘岩総合支所振興課企画観光係
℡0241－78－3330

伊南総合支所振興課企画観光係
℡0241－76－7717

南郷総合支所振興課企画観光係
℡0241－72－2900

新物流システム構築事業の概要等

に関するお問い合わせは、下記

　の担当窓口までお願いします。

新物流システムによる物産品等の発送は、下記の協力店が窓口となります。

現在、協力店を募集中ですので、登録を希望される方は、

右記窓口までご連絡ください。
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

新着本紹介のご案内

【児童図書】

なぜ人は宗教にハマるのか　　　　島田　裕巳∥著

数のひみつ　　　　　　　　　　　瀬山　士郎∥著

忍たま乱太郎　なぞのラブレターの段

　　　　　　　　　　　　　　　尼子　騒兵衛∥原作

ちゅうしゃなんかこわくない　　　穂高　順也∥作

ずるやすみにかんぱい！　　　　　宮川　ひろ∥作

「怖い」が、好き！　　　　　　　加門　七海∥著

ルルとララのシャーベット　

　　　　　　　　　　　　あんびる　やすこ∥作・絵

アンパンマンとおもちゃてんし

　　　　　　　　　　　　　　やなせ　たかし∥原作

【一般図書】

不逞老人　　　　　　　　　　　　　鶴見　俊輔∥著

いちばんやさしい憲法入門　　　　　初宿　正典∥著

姑の言い分嫁の言い分　　　　　　今井　美沙子∥著

リミット　　　　　　　　　　　　五十嵐　貴久∥著

真昼なのに昏い部屋　　　　　　　　江国　香織∥著

書店員のネコ日和　　　　　　　　田口　久美子∥著

「横審の魔女」と呼ばれて　　　　　内館　牧子∥著

新１３歳のハローワーク　　　　　　　村上　龍∥著

人生が驚くほど変わる龍馬脳のススメ

　　　　　　　　　　　　　　　　茂木　健一郎∥著

膝のうえのともだち　　　　　　　　　町田　康∥著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

６月の休館日

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

５月の休館日

【わくわくとしょかんワーク 第１９回】

６月のイベントは、「折り紙で遊ぼう」です

■日 時：６月５日（土）

　　　　１０：３０～１１：３０

■場 所：御蔵入交流館多目的ホール

※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

※くわしくは図書館までお問い合わせください。

　

　　　　　南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

図書館のイベントのご案内

『南会津町文化振興基金』を設立

　南会津町では、このたび、「みんなで支えよう文化ホー

ル」を合言葉に、御蔵入交流館文化ホールの計画的か

つ効果的な運営を図り、町民の皆さんに優れた芸術文

化を提供し、“薫り豊かな文化のまちづくり”をめざす

ことを目的に『南会津町文化振興基金』を設立しました。

　皆さんからの心温かい貴重な寄付金は、本文化振興

基金に積み立て、町の文化振興に役立てます。

　いつでも、どなたでも寄付ができます。

　寄付に関するお問い合わせは生涯学習課（0241-62-

6311）までお願いします。
２０１０年１月に行われた

「ニューイヤーコンサート」
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　３Ｂ体操は、3 つの用具（ボール・ベル・ベル

ター）を使い、子どもから高齢者までどなたでも

気軽に音楽に合わせて無理なく楽しめる健康体操

です。ちなみに『３Ｂ』とは、頭文字が“Ｂ”の

上記の用具を３つ使うところからついた名前です。

　アマリリスでは、会員の健康増進を図り、会員

相互の親睦を深まることを目的に、毎月２回御蔵

入交流館などで、みんなでわいわい楽しみながら

３Ｂ体操をし、心地よい汗を流しています。

　心とからだのリフレッシュ！　さあ、みなさん

もも私達と一緒に楽しみ、笑い多い中で健康な体

を保持していきませんか？

　会員随時募集中 !!　お待ちしています。

　■練習日

　　毎月第 2・第 4 月曜日

　　午後１時３０分～午後４時

　■主な練習場所

　　御蔵入交流館　研修ホール

　■指導者 　

　　（社）日本３B 体操協会　公認指導者　

　　　村上　弘子　先生

　■連絡先　

　　皆川満智子　（０２４１－６２－１４８４）

　　渡部　博子　（０２４１－６２－０７８３）

３Ｂ体操「アマリリス」
文化団体の紹介①

～待ちわびた春の訪れ～

第８回
　いずみざき桜ウォーク

第８回いずみざき桜ウォークが４月１８日（日）

に開催されました。１７日（土）は強い寒気

の影響で、県内全域に雪が降り、泉崎村では１９

cmの積雪が観測されました。（福島気象台による

と昭和５９年４月２０日の積雪観測から２６年ぶ

り。）

雪の影響により、順延となりました第８回いず

みざき桜ウォークですが、翌日の１８日は天

候に恵まれ、春の清々しい陽気の中、約４００名

の参加者のもと開催されました。

桜の開花がはじまる花しぶきを浴びながら、約

８kmのコースを賑やかに和気あいあいとウ

泉崎村より、こんにちは

ｖｏｌ．１５

ォーキング。

ゴールの泉崎カントリ

ーヴィレッジでは、今

左から、ベルター、ボール、ベル

３Ｂ体操の講習会風景

年も気仙沼市の菅原さんを初めとする皆さまから

のご好意でホタテ、さんまなど美味しい魚介類が

参加者に提供され、実行委員会からは豚汁が振舞

われ、楽しい時間を過ごすことが出来ました。来

年も大勢の皆さまと美しい桜を見ながら楽しくウ

ォークしたいと考えております。

南会津町の皆さまの参加をお待ちしておりま

す。
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 いよいよ『山シーズン』本格化！

 ブナの写真を募集します！

南
会津町の資源のひとつである『山』。山の楽しみ方はいろいろありますが、もっとも一般的

な方法が登山です。標高２，０６０ｍの帝釈山をはじめとする魅力溢れる山々が連なる南会

津町の山並みは、県内外の多くのファンを魅了し、毎年、たくさんの方が登山に訪れます。登山

は苦しく、つらいこともありますが、山頂に到達したときは大きな達成感や満足感が得られま

す。皆さんも登山に挑戦してみましょう！ただし、山登りには危険なこともたくさんありますの

で、体調を万全にし、しっかりとした装備で、特に非常食や雨対策を忘れずに、ルールを守って

山に登りましょう。また、途中で具合が悪くなった場合は、無理をせずにすぐに下山しましょう。

あきらめる勇気が大切です。

　町の木『ブナ』を知っていますか？！（ちなみに町の花

は『ヤマツツジ』、町の鳥は『ウグイス』です）

　厳しい風雪に耐えて群生するブナの原生林は、すばらし

い景観を形成するだけでなく、ブナそのものが持つ保水力

に加え、ブナの育つ森は土壌の層も厚く、天然のダムとし

て機能するなど、私たちの暮らしや様々な生き物の繁栄に

も多大な恩恵を与える貴重な財産であり、町民の不屈の精

神と生命力を表しています。

　そんなブナの魅力を広報みなみあいづで紹介するため、

下記によりブナの写真を募集します。

■募集写真　南会津町内で撮影されたブナの写真

■応募方法　デジタルカメラで撮影したデータをメールで

　　　　　　下記まで送付してください。なお、撮影者の

　　　　　　氏名を明記してください。

■応	募	先　	kouhou@town.minamiaizu.lg.jp

■応募締切　平成２２年５月２８日（金）

■問合せ先　本庁総合政策課　広報情報係

　　　　　　TEL	0241-62-6210

　南会津町の主な山開き

開催日 イベント内容 集合場所 問い合わせ

５月３０日（日） 大嵐山・湯ノ倉山山開き 湯ノ花温泉交流センター
南会津町観光協会舘岩支部

℡0241－78－2546

６月１３日（日） 田代山山開き 猿倉登山口
南会津町観光協会舘岩支部

℡0241－78－2546

６月２０日（日） 七ケ岳山開き 黒森沢登山口・たかつえスキー場
南会津町観光協会田島支部

℡0241－62－3000

６月２７日（日） 三ツ岩岳山開き 小豆温泉三ツ岩岳登山口
南会津町観光協会伊南支部

℡0241－76－2517

尾瀬国立公園田代山の山頂 昨年の七ヶ岳山開き山頂の様子


